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ものであることを報告した． そこで本研究においては， 葉長および葉中の伸長がハクサイ葉の女廿同

なる部分で最も顕著に起るかを知るためにハクサイの生育初期より結球完了期にいたるまでの， 各

葉の部位別の生長状態をしらべ興味ある結果を得たので報告する．
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ａ： ４は ２．ｌｃｍ， ａ：４・５は２，３ｃｍ， ａ ・６は２，６ｃｍ， ａ：６・７は３，２ｃｍ の伸長がみられた． しか

し前期の５月２２日に比して何れの場所においても伸長率の低下の傾向がみられた， すなわち葉身先

端部においては， ５月２２日において３０％であったのに対して５月２９日では１５％， 下部においては

４５％増がみられたのにすぎない． ついで６月７日においては， ５月２９日とほとんど同様な伸長状態

を示し， 下部に向うにつれて次第に増加の傾向がみられた， すなわち生長のもっとも劣った葉身先

端の部分においては１３％の伸長であり， 最も生長の盛んな下部においては５０％の増加率がみられ

た， かくの如くａ列の伸長状態は葉身先端部よりも次第に下部に向うにつれて増大する傾向がみら

れた，

　

つぎにｂ列の縦の長さについてみると５月２２日では葉身の先端部においては５月１５日とほとんど

変らなかったが， それより下部に向うにつれてａ列と同様に旺盛になり， 最下部においては１１４％

の伸長率の増加がみられた，

　

ついで５月２９日の生育状態では， 葉身先端部は５月１５日， ５月２２日ほとんど差異のない葉長がみ

られたことから， この部分においては余り伸長生長は起らないものと思われる． しかし下部におい

ては，ｂ：１．２ は
１，７ｃｍ，

ｂ：２．３ は １．９ｃｍ，
ｂ：３．４は２．２ｃｍ， ｂ：４．５は２，６ｃｍ， ｂ：５．６は１．９ｃｍ

と，ａと同じ伸長率がみられた， ついで６月７日では中肋先端部は０，７ｃｍ の伸長がみられ，ｂ：１・２

は２，ｏｃｍ， ｂ：２・３は２．４ｃｍ， ｂ：３・４ は ２．７ｃｍ，
ｂ：４・５は３．３ｃｍ， ｂ：５・６は２．３ｃｍ と次第に増加

の傾向がみられた． ａ列に比して僅少ながら生長の低下の傾向がみられた．

　

ついでｃ列についてみると５月２２日では ｃ：１・２ は １，５ｃｍ， ｃ：２・３ は １，７ｃｍ， ｃ：３・４ は１．７ｃｍ，

ｃ：４・５は１．８ｃｍ と下部に向うにつれてａ，ｂ列と同様に次第に増加の傾向がみられた， しかし５月

２９日においては，ｃ：１・２は １，９ｃｍ， ｃ：２・３は２．ｌｃｍ， ｃ：３・４は２，２ｃｍ， ｃ：４・５は２，５ｃｍ となり，

顕著な増加の傾向を示すもののａ列に比し伸長率は僅少ながら低下する傾向がみられた， ついで６

月７日には葉身生端部では ２．ｏｃｍ であるが， 下部に向うに従って増加の傾向がみられた， とくに

ｃ列で興味あることは葉身先端部において， これと同一部位にある

　

ａ，ｂ に比し顕著な伸長がみら

れたことである，

　

以上の如く第６葉における縦の伸長はａ列， ついでｂ， ｃ列の順を示したが何れも葉身先端部は

（９３）
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伸長率は低く， 下部に向うに縦って次第に増大する傾向であった．

　

つぎに横の長さについてみると，まず中心部に最も近いａｂについてみると，５月２２日では ａｂ：１

が１．２ｃｍ であるが，中心部より薬辺に向うにつれて伸長率の低下がみられた． この傾向は５月２９日

および６月７日においても同様であった． ところで ａ，ｂ の横の長さでは３・４・５附近に著しい生長，
とくに５においては８０％増の伸長率がみられた． この数値は縦の生長に比して極めて劣るが， 横の

長さでは最も顕著な個所である． このことは葉長の伸長に比して葉巾の伸長がそれにともなわない

理由の一つがここにあると思われる．

　

つぎに５月２９日についてみると５月２２日の伸長率に比しいずれの横の長さも低下がみられた， つ

いで６月７日においても前期と同様な伸長状態を示し，ａｂ：５の部位に横の長さの最も高い値がみ

られた， 縦の伸長も下部ほど顕著であることを考え合わせると， この下部５附近の生長が縦・横と

もに旺盛であることが確認された．

　

つぎにｂｃについてみると， ６月２２日では， ａｂとほとんど同様な生長状態がみられた，

　

しかし

５月２９日では葉身の先端に近い横の長さでは， 顕著な生長がみられた． この傾向は６月７日におい

ても同様であった． またｃｄにおいても ｂｃと同様な傾向がみられた， この結果から第６葉のハク

サイ葉の伸長はとくに中心部の附近において縦および横の長さとともに著しい伸長がみられ， これ

がハクサイの結球に関Ｌ生理的、 形態的に重要な意義を有するものと考えられる．

　

つぎに第１１葉のハクサイ葉の伸長状態をみると第２表Ａ， Ｂに示す如くである，

　
　
　
　
　 　

　 　

　

日

　

鰯
０
４
７０

８９

／ ｂ
（ ′ ム

　 　 　 　

ｑ ノ
ー ４ ．
／ ０
７ 十 ７ ｔ ｑ ノ

月
硯

　

伽
ｏ３３０６７

／ ｂ
． ▲

　 　 　 　

Ｑ ノ
４ １
／ ｂ７ ｔ

７ ｔ ｑ ノ

日

　

鰯
０
１
３
１
６
３

月〜
９

　 　 　

３
４
５６

６３

第２表

　

Ａ

　

第１１葉の縦の長さ

＼＼測定月日５月
測定個所＼＼－

２６日
６夏日
６夏日
６晶６２夏日

７月日

ｂ
ｂ
ｂｂｂ

０，Ｉ
ｉ，２
２，３
３，４
４，５
５，６

０，Ｉ
１，２
２，３
３，４
４，５

１．Ｉ
１，Ｉ
１，Ｉ
１．Ｉ
１，Ｉ
１，Ｉ

０，８
１．Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ
。・７

１，７
２，２
２．７
３．２
３．７
４，４

１．４
２，６
３．６
３．８
２，７

２，４
３．３
３，６
４，６
５，７
６．２

１．９
３．７
５，３
５．３
５．５

２．５
３．３
３，８
４．９
６，５
７，５

１．９
３．９
う．５
５．５
５．５

２．５
３，３
３，９
５．Ｏ
６，８
８．２

１．９
４．Ｏ
５．５
５．５
５，５

２．５
３，３
４．Ｏ
５．Ｉ
７．Ｏ
８．５

ｉ，９
４．Ｏ
５，５
５，５
５．５

　

　　

　

　
　　　　

測定個所

　

＼

１ ム ウ ム Ｑ ノエ ル エ

に ノ／ ｂ

　 　 　

ｔ ｌ ▲

Ｌ ＵＩ Ｄ

． ＤＬ Ｕト Ｕ

Ｉ Ｄ

　 　 　

Ｃ

日

　

伽
００００

８４

　

７
９９

４

現
妬
－
Ｌ
ＬＬＬ

Ｑ
Ｑ

　

ＢＢ

　

まず縦の長さについてみると， 印をつけて１週間後の６月２日においては， 葉身先端部の７０％の

伸長率に対し，．下部で３４０％増という実に葉身先端部に比し４．９倍の伸長がみられた． この傾向は

第６葉においても同様であったが， 第１１葉ではさらに著しい伸長率を示した， ついで６月９日では

前期と同様に下部に向うにつれて， 次第に増加はするが， しかし伸長率にはやや低下の傾向がみら

れた． つぎに６月１６日においては葉身先端部では， ほとんど生長が停止し， 下部に僅少な生長がみ

られる程度であった， この傾向は６月２３日および７月 ＩＨにおいても同様で， 生長はほぼ完了した

ものと思われる．

　

つぎに６月 ２日のｂ列の縦の長さをみると， この場合も葉身先端部より下部に向うにつれて次第

に伸長率の増加がみられた． しかもこの増加はａ列に比して， さらに顕著であった． ６月９日にお

いても同様な傾向がみられ， 中でも ｂ：４・５は前期より４００％増の顕著な伸長率がみられた． つぎに

６月１６日より７月ＩＨにいたる間， ６月９日のそれに比し数値にほとんど変化がみられなく伸長停

止の状態であった．

　

つぎに横の長さについてみると， 第２表Ｂに示す如く， まず６月２日のａｂの生長状態は葉身先

（９４）
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木

　

勝
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端部においては， ５月２６日に比Ｌて１１０％ 増， 下部においては３２５％ 増となる． この数値は縦の長

さの増加率には及ばないが， しかし葉身先端部から下部に向うにつれて生長率は増大する傾向がみ

られた， つぎに６月９ 川こついてみると， 伸長率は６月２日と同様に， 葉身先端部から下部に向う

につれて高い数値がみられ，ａｂ：５においては前期より４００％ 増の顕著な伸長率がみられた， この

傾向は縦の長さにおいても同様であった， ついで６月１６日の生長状態についてみると， 葉身先端部

においては， 縦のの生長と同様に横の伸長もこの時期にはすでに生長停止がみられたが下部におい

てはなお僅少な生長がみられた． しかし６月２３日， ７月１日においては横の生長は各部位ともほと

んど停止がみられた．

　

つぎにｂｃについてみると， ６月２日においては著しい生長がみられた． しかしこの場合も下部

に向うにつれて伸長率は顕著であり，最も旺盛な
ｂｃ：４では５倍の伸長率がみられた， しかもこの

傾向は６月９日においても同様であった． しかしその後６月１６日にいたり伸長は停止し，６月２３日，

７月１日にはいずれも全然生長はみられなかった，

　

以上の結果からみると， 第１１葉の縦の伸長度は， 葉身先端部では低下したが， 下部に向うにつれ

て顕著であった． しかし生長が進むにつれて葉身先端部より次第に伸長率の低下がみられた， ６月

９日よりａ列，ｂ列ともに葉身先端部では伸長の停止がみられたが， 下部では旺盛な伸長がみられ，

葉長の増大が行なわれているものと思われる． Ｌかしこの生長も６月１６日にいたり下部においても

停止した．

　

つぎに横の長さでは， 葉身先端部の縦の長さの生長が停止するころには， 横の長さの生長も停止

するが， その場合生長の完了はまず葉身先端部にはじまり， ついで下部にいたるものである，

　

つぎに第１６葉の生長については， 前記と同様な方法で測定し， 第３表Ａ， Ｂに示す結果を得た．
まずａ列の縦の長さについてみると， ６月９日では葉身先端部においては， ５月２日に比し１４０％，

下部では実に９００％ に達し， いずれも著しい伸長率がみられた． しかし６月１６日になると， 葉身先

端部ａの伸長率も著しく低下したが， 下部ではなお前期に比し５６０％の増加がみられた， 第１６葉に

おける顕著な伸長生長は， 第１１葉に比しても著しく， 草丈の伸長はこの葉位の生長と関係あるもの

と思われる， しかし６月２３日になると， 第１１葉の場合と同様に， 葉身先端部より次第に生長が停止

しはじめ， ７月１日にいたり生長は完了したが， しかし下部においてはなお僅少なから生長が続い

ていた，

第３表

　

Ｂ

　

第１６葉の横の長さ

＼＼＼

　

測定月日

　　　

＼＼
測定個所

＼＼＼

６夕日
６挑６＆６』 ７』

ａｂ
ａｂ
ａｂ
ａｂ
ａｂ
ａｂ

ｂｃ
ｂｃ
ｂｃ
ｂ

　

ｃ

ｃ

　

ｄ
Ｃ

　

ｄ
ｃ

　

ｄ
ｃ

　

ｄ

１ ｉ
っ ム Ｑ ノ△ エ に ノ

′ ０

　 　 　

１ ←
っ ム Ｑ ノ４ エ

１ ←
っ ム Ｑ ノ△ エ

１，Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ
１．Ｏ

１．Ｏ
１．Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ

０，３
０，６
０，５
０，Ｉ

２，７
３，７
４，５
６，２
７，９
７，Ｏ

２，６
３，２
３，６
４．２

１，Ｏ
２，Ｏ
２，Ｉ
１．３

３，１
４，２
４，８
７，９
１１，２
１０．９

３，Ｏ
３，７
３，９
５．Ｏ

１．Ｉ
２，３
２，４
１，６

３，３
４，５
４，９
８．６
１３．Ｏ
１１．８

３，Ｉ
３，９
４，２
５，３

１．２
２，４
２，６
１．７

３，４
４．７
５，Ｏ
９，Ｏ
１４，Ｏ
１２，Ｏ

３，３
４，Ｏ
４．３
５，６

１，２
２，４
２，６
１，８

第３衷

　

Ａ

　

第１６葉の縦の長さ

＼＼＼
測定月日

ミリ定個所 ＼
６袋６挑 ６月

　　

６月
１６日

　　

２３日
７』

ｂｂｂ

ｂ
ｂ

０，Ｉ
１，２
２，３
３，４
４，５
５，６

０，Ｉ
１，２
２，３
３，４
４，５

０，Ｉ
１，２
２，３
３，４
４，５

１，Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ
１．Ｏ
０，５

０，９
１．Ｏ
１．Ｏ
１，Ｏ
１，Ｏ

０，３
１，Ｏ
１，Ｏ
１．Ｏ
０，４

２，４
３，１
４，Ｏ
５．Ｏ
５，Ｉ
５，３

２，４
３，５
４，２
６，Ｏ
７，５

２，Ｉ
３，４
４，Ｏ
５，５
１，６

２，６
３，５
４．６
６，２
７，Ｉ
８，Ｉ

２，７
３，９
４，８
６，３
８，８

２，２
３，５
４，５
６．Ｉ
２，４

２，７
３，６
５，Ｏ
６，９
８，２
９，９

２，９
４，Ｉ
５，Ｉ
６，５
９，３

２，３
３，６
４．７
６，３
２，５

２，８
３，７
５，２
７，５
８，８
１０，８

３，Ｏ
４，２
５，３
６，６
９，５

２，３
３，７
４，８
６，５
２，７
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つぎにｂ列の縦の長さについてみると， ６月９日ではａ列に比して， 高い伸長率がみられた． こ

のことはａ列に比して， ｂ列の生長が旺盛なことを示すものである． しかし６月１６日頃より葉身先

端部においては伸長率の減少がみられたが， 下部においてはなお旺盛な伸長率がみられた， ついで

６月２３日にいたり， 葉身先端部， つづいてその下部において生長率の低下がみられ， 全体としては

ａ列に比して伸長率の低下がみられた． この傾向は７月１日でも同様であった．

　

つぎにｃ列の縦の長さについてみると， ６月９日ではいずれの部分においても著しい伸長がみら

れたが， しかしｂ列に比して低い伸長率を示した． しかも６月１６日には葉身先端部では生長がほと

んど完了した． 下部においては， なおも旺盛な生長がみられたが， これも６月２３日にいたりその生

長率も低下した．

　

以上の結果よりみると第１６葉の縦の伸長率はａ列が最大で， つづいてｂ列， さらにｃ列の順であ

った． しかもこの場合， ａ列の下部においては， 極めて高い伸長率を示しつつ， 生長は続けられた

が， やがて葉身先端部より次第に下部に向って伸長率の低下がみられた． 他方ｂ列， ｃ列の縦の長

さにおいては， ６月１６日よりいずれの部位も伸長率の低下がみられたが， この場合ａ列の縦の長さ

の生長に比してｂ列およびｃ列の伸長率の低下は顕著であった， ハクサイ葉の第１６葉で草丈の伸長

に際しａ列の中心附近の生長が最も旺盛に行なわれるが， 中心より離れたｂ列， ｃの縦の長さの生

長は， 早く停止するものの如くである， 従って葉身の中心部において， 葉長が長く， 葉辺部では短

かいのはこれによるものと思われる．

　

つぎに横の長さについてみると， ６月９日の ａｂでは第３表Ｂに示す如く， 葉身先端部より下部

に行くにつれて， 伸長率は旺盛であって最下部においては， １週間で７．９ｃｍ，１日約５ｍｍの生長

がみられた． ついで６月１６日の生長状態をみると， さらに著しい生長がみられ， 葉身先端部におい

ては， 前期より４０％増の伸長がみられたの対して下部では，３３０％の生長がみられた． 伸長率の低

い葉身先端部においては， 縦の生長より横の生長が旺盛に行なわれ， 葉身先端部の葉巾の増加を示

すものと思われる． また下部においては縦の伸長も著しいが， それに加えて横の生長も旺盛で， ハ

クサイ葉の生長は， 主として縦の生長において行なわれる如く考えられるが， しかし縦の生長にと

もな．い横の生長も旺盛に行なわれて， 葉巾の増加をきたすものと思われる． ６月２３日においては，
葉身先端部では生長率の低下がみられ， 僅かに下部において生長が続けられる， この傾向は７月１

日においても同様であった．

　

つぎにｂｃの横の長さについてみると， ６月９日においては， 全体的にはａｂに比して伸長率は

低いが，しかし葉身先端部より下部に行くにつれて， 横の長さの伸長率は増加する傾向がみられた．
ついて６月１６日には葉身先端部の伸長率は低下し， 程なく生長は完了するものの如くみられた． し

かし下部においては僅かに生長がみられ， この傾向は６月２３日， ７月１日まで続いた．

　

つぎにｃｄについてみると， ６月９日においては， 著しい伸長率がみられ， しかも下部に行くに

従い高い生長率を示したが， その後の伸長率は低下し６月１６日， ６月２３日， ７月１日にいたるも著

しい生長はみられなかった．

　

このことからみると， 横の長さは中心部に近いａｂにおいて， もっとも旺盛で，つづいてｂｃ．ｃｄ

の順を示した．

　

つぎに結球抱合葉としての第２０葉の生長状態についてみると， 第４表Ａ・Ｂに示す如くである．
まず縦の長さについてみると， ａ列では６月１４日から６月２１日にいたり葉身先端部から下部に向う

に従がって高い生長がみられた． しかし６月２９日に至り上部は次第に伸長率の低下がみられたが，
下部においてはさらに生長が続けられた． この傾向は７月１３日においても同じ傾向であった． しか

も７月１３日においては， 第６葉， 第１１葉および第１６葉はすでに葉身先端部より伸長率の減少がみら

（９６）
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第２０葉の横の長さ
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れ， ほとんど生長が停止する状態であるのに， 第２０葉の下部ではなおも生長が旺盛につづいた， こ

のことは第２０葉は内方にあると共に結球葉としての特性を示すものと思われる．
つぎにｂ列の縦の長さにつし・てみると， ６月１４日ではａ列に比して旺盛な生長がみられた， しか

し６月２１日になると葉身先端部においては伸長率の急激な低下からみられ， 僅かに中心部より下部

において旺盛な伸長がみられた， しかもこの傾向は６月２９日においても同様であった， さらに７月

１３日においては葉身先端部より下部、にいたるまで次第に伸長率の低下がみられ， 従ってａ列の縦の

長さに比して低い値がみられた． つづいてｃ列の縦の長さについてみると， ６月１４日では， 下部に

おいてはａ列， ｂ列の下部に比してさらに著しい先長がみられたが， その後６月２９日， ７月１３日と

次第に伸長率の低下がみられた．

　

以上の結果から第２０葉のａ列の縦の生長については７月１３日にいたるまで， 下部に旺盛な生長が

みられるのに対して， ｂ列， ｃ列の縦の長さは， ６月１４日頃に下部に著しい生長がみられるが， そ

の後はほとんど伸長がみられなかった． すなわちこのことは抱合葉としての上部からの抱合のため

にとくに中心部のａ列で旺盛な縦の長さの伸長が続けられる． しかるにｂ列， ｃ列については， 早

い時期には下部の生長が急激に行なわれるが， その後は伸長率の低下がみられたことは， 抱合葉と

しての役割と関係あるものと思われる，

　

つぎに構の長さについてみると， ６月１４日において， ａｂは下部に行くに従って伸長率は高く，

葉身先端部に比して下部では実に２倍の生長がみられた， しかしこの葉身先端部においては， 縦の

長さと横の長さは同じ伸長率がみられたのに対し， 下部では縦の長さの６．７倍に対して， 横の長さ

は８．４倍を示し， 明らかに横の長さの生長が著しい，

　

この傾向は第１６葉の場合と同様であった． その後６月２１日には葉身先端部の伸長率は低下したが

下部においてはさらに旺盛な生長がみられた， この傾向は６月２９日， ７月１３日においても同様であ

った．

　

つぎにｂｃの横の長さについてみると， ６月１４日ではいずれも下部に行くにつれて， 高い生長が

みられたが， ａｂの横の長さに比較すれば伸長率はそれほど著しくない． この傾向は６月２１日にお

いても同様であった． その後６月２９日になると葉身先端部の生長は， ほとんど停止したが， 下部で

は依然として生長が続けられ， ７月１３日においてもこの傾向は同様であった，

　

ついでｃｄの横の長さについてみると， ６月１４日において急激な伸長がみられたが， その後はほ

とんど生長がみられなかった． これよりみると結球抱合は縦の伸長とくに中心部の下部の伸長と密

（９７）
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接な関係があり，さらに横の伸長が之に伴いかくして次第に抱合結球充実が進むものと考えられる‐

　

以上の結果の如くハクサイ各葉の生長状態についてみると， 第６葉では主として縦の生長が行な

われ， しかも中心部の下部の部分において顕著である． 横の長さも同様に下部で行なわれる． しか

し第１１葉， 第１６葉および第２０葉に比較するとその伸長率は低いが， これは外葉の形態的特性の如く

思われる．

　

ついで第１１葉についてみると縦の長さ， 横の長さの伸長率はともに中も部において， 第６葉に比

し著しく高く， 下部においては縦の長さで約２倍， 横の長さでは約４倍の伸長率がみられた．

　

ついで第１６葉および第２０葉についてみると， さらに縦の長さおよび横の長さの伸長率は高く， と

くに中心に近い部分において顕著であった． しかし葉辺部の伸長率は縦の長さ， 横の長さ， 共に著

しく低い． また第１６葉および第２０葉のハクサイ葉は， 第６葉， 第１１葉と異なり， 縦の生長に比して

横の長さの生長がとくに旺盛であった．

　

このことはハクサイの結球抱合葉としての形態的特性を示すものと思われる， しかも結球抱合の

進むにともなって， 葉身先端部の縦の長さ， 横の長さの伸長率は低下するが， 下部においては， 結

球抱合の進展に伴いさらに旺盛な生長が続けられて結球が充実するものの如く考えられる， しかし

第１６葉はこの時期にはほとんど生長が停止していることから， 第１６葉は結球補助葉としての特性を

示したものと思われる，

　

Ｌかし第２０葉の下部の縦の長さ， 横の長さは依然として生長を続けることば， この葉が主な結球

抱合葉としての意義を有するとともに， 結球の充実に密接な関係を示すものと思われる．
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